
■リモート月次をご利用されている事業所様につきましては、リモート月次のバージョンアップをお願いいたします。

１．リモート月次のバージョンアップ判定　→ 月次データ作成画面にて簡単に識別することができます。

・以下の画面の場合、リモート月次をお使いですので、バージョンアップ作業が必要となります。

２．事前確認　→ 以下、すべての作業は、親機パソコン又は、サーバー機にて行ってください。

※親機又は、サーバー機にも「介護福祉事業支援システム」がインストールされている場合、「介護福祉事業支援
　システム」のバージョンアップ作業と、リモート月次のバージョンアップ作業の順序はどちらが先でも構いません。

①処理前のバージョン番号をご記入ください。

　※月次データ作成画面の下段に「リモート月次バージョン」として表示されています。
　　　　　　　　　　　　　　　└> 上図サンプル画面の 　  をご確認ください。

②現在、起動している「リモート月次」を終了させてください。

・タスクバーにあります木のアイコンをクリックしますと、
　右図の黒いウィンドウが表示されます。

・右画面の右肩部「×」をクリックすることで黒いウィンドウ
　は閉じます。月次リモートプログラムが終了したことと
　なります。

３．弊社ホームページより、Remote190515.EXEをダウンロードします。　

①介護支援システムより、メニューバーの『サポート』から、『ホームページ』をクリックします。

【 リモート月次用～バージョンアップ手順書  】

　　　※親機、子機のいずれからでも確認可能です。

Ver.                                          

この二ヶ所のメッセージにて識別してください。 

 

※バージョンアップ作業は、データベースのある親機パソコン、 

  又はサーバー機だけで行うものです。 

  子機には必要ない作業ですので、ご注意ください。 

注 

注 

[　1　]



※親機に介護支援システム自体がインストールされていない場合は、Internet Explorer等から検索エンジンに
『ケアレンツ』と入力し、検索、弊社ホームページを開いてください。

②『製品サポート』から『介護福祉事業支援』をクリックし、その後『ログイン』をクリックします。

③ユーザー名とパスワード入力し『OK』をクリックます。

ユーザー名：HISkaigo 
 
パスワード ：Cs042018  
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④『介護関連ダウンロード』をクリックしダウンロードの一覧の中より『リモート月次 №7』の『ダウンロード』を
　クリックし、『保存▼』より『名前をつけて保存』をクリック、デスクトップを選択し保存します。

⑤『デスクトップ』をクリックし、保存します。 　

⑥デスクトップに保存された、【Remote190515.EXE】を実行します。

「ＯＫ」をクリックしていただき、左図画面が閉じれば
 リモート月次のバージョンアップ作業は終了です。

デスクトップ画面より Remote190515.EXE を 
ダブルクリックし、実行してください。 
 
拡張子が非表示になっている場合は、
Remote190515を実行してください。 
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※以下のメッセージが表示されることがあります。その場合、
　「このプログラムは正しくインストールされました」を
　 を選択して、左図のウィンドウを閉じてください。

４．後処理と、作業の確認　

①バージョンアップ後のリモート月次プログラム「月次改.exe」 を起動してください。

　※親機パソコン又は、サーバー機の C:\HISAPP\月次改.exe をダブルクリックしてください。

 ※左図の黒いウィンドウが開きます。
　 これで「リモート月次プログラム」が
　 動いている状態となります。

②介護福祉事業支援システムから月次データ作成画面を起動して、バージョン番号を確認してください。

　　　※親機、子機のいずれからでも確認可能です。

※今回のバージョン：Ver.2019.05.15 
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※リモート月次が正しく起動していない場合、以下のエラーメッセージが表示されます。
　再度、上記　4.－①　の手順にて起動してください。

③介護福祉事業支援システムはVer.2019_05にバージョンアップが済んでおり、リモート月次のバージョンアップが
済んでいない場合は、下記画面となります。
3.-①　～　4.-②　を行ってください。

以 上
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